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積重量を 7/12に低誠している.また頂版上には、緩衝材として 90cm厚 一一~一二三ア {酬)
の砂 (i = 1.8 t/m3 )が敷いてあるものと仮定している。 国一1 落石覆工の形状寸法
落石覆ヱに作用する衝撃荷重は 50tfの集中荷重とし、 表ー 1 部材厚および材料係数




弾性係数 3.0 X 105 kgf/cm2 
範囲に分散分布するものと考え、円形の等分布荷重を長方
形等分布荷重に置き換えて解析を行っている。また、衝撃
荷重の時間方向分布は、図-3 (b) のように全載荷時間ム よ





参照構造物では 1プロック 12m として建設されているが、解析では支






ここでは、 1/4、 2/4および 3/4載荷点に衝撃荷重が鉛直に作用した
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幅員方向の曲げモーメントの最大応答値との H My/M"，.u Mmu，=t1・4tfm/m 
比で図示している。図-4および5は、曲げ
O1.64 引 一向。 0.61 -0.46 -O.S1 
モーメシトの最大応答値の分布図である。*"刊心ffiE斗~
My は幅員方向の曲げモーメント、 Mx は路~ 0.87 
線方向の曲げモーメントである。
Myの最大応答は、荷重が 2/4載荷点に載 ! _ ¥. ~ !.~ ~~ 11. ¥ 0'1 J A (a) ii4載荷 (b)24群苛
荷した場合に発生し、静的最大応答値の約 図-4 最大 My分布
1.2倍になっている。 Myの負載荷状態の応
答(静的応答とは異符号の応答)は、正載荷















1 一一4 0.89 
(亡)3/4載荷
ト→ Mx/M旧同 Mm"，=11.4 tfm/m 
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も異なるものと考えられるが、本研究では図ー2および表ー 1に示す構造に限 i 
定し、奥行き方向の有効幅について検討することとする。 I
有糊効幅蹴は比、 奥断行借き 1同m の吟骨組僻構髄斡造劃酢Jにωこ
い
いる場合の静的結果を立体解析による結果で除すことにより求めている。従つ I 1. I i 
て咋骨組僻構造也酢にこ対貯する硝荷重鵠強度iは土 q = 50/1.8 = 2け8 耐となる。本研究では~ W/2 












1) Mx (路線方向の曲げモーメシト)の最大値は My (幅員方向の曲げモーメント)の最大値の約8割である。
2) Myの負載荷状態の応答は正載荷状態の約 1/3~ 1/2の値を示す。また Mxの負載荷状態の応答は正載荷状態
の約 1/5の値を示す。
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